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 (１)コンセプト「脱原発で新しい地域社会をつくる」 
　原発は大規模発電施設であり、東京を中心とした都市部に周辺地域から送電をする「中央集権的社会システム」の象徴といえます。また、地域活性化の手法としては、電力会社や大手メーカーがもたらす外部資本に地元雇用や産業が依存する「外部依存型」でした。しかし、原発に依存した旧来型の社会システムは限界を迎えており、地域の疲弊も深刻化しています。

　したがって、原発を廃炉にして、再生可能エネルギーを中心とした脱原発社会づくりは、「地域分散型・分権型社会システム」への移行と地域資源や人材を活用した内発的発展をめざすことです。この移行程過で、自治体が果たす役割はたいへん重要であり、自治労の自治研活動にとっても、地域の市民や事業者、ＮＰＯなどと連携して、地域の新しい姿を示す必要があります。

　この全体集会では、脱原発社会をつくるために、自治体が果たすべき「公共の役割」や国と地方を含めた財政・政策の方向性、地域の雇用づくりなどを探ります。参加者が地元に戻って、地域の特性に応じた地域のエネルギー政策と地域の活性化について、ヒントを持ち帰ることを目標とします。

 (２)タイムスケジュール 

　　９：00　開会・司会あいさつ

　　９：05　アイスブレイク

　　９：10　コーディネーターあいさつ

　　９：15　パネル討論

　　10：20　シェアタイム

　　10：30　パネル討論＋会場とのやりとり

　　11：40　振り返りタイム

　　11：50　コーディネーターまとめ

　　12：00　終了
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